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 メーリングリスト 
 共通のテーマや趣味を持った人がメンバーと

なり、互いに電子メールをやり取りしながら情

報や意見を交換するサービスをメーリングリス

トと呼びます。実際には、メンバーになりたい

人がメーリングリストの管理者に自分のメール

アドレスを一覧表（リスト）に登録してもらう

ことで、利用可能になります。  
 メーリングリストの利点は、１回の送信でメ

ンバー全員に同じ内容のメールを送ることがで

きるという点にあります。逆にメーリングリス

トを使って送られてきたメールに返信すれば、

メンバー全員に同じ内容の返信メールが届きま

す。  
 電話での打合せとは異なり、メンバー全員が

情報を共有できること、時間系列に従って情報

が記録されることなどから、趣味だけではなく、

ビジネスや研究の場に利用されています。 
 このようなメーリングリストの活用はコンピ

ュータを使ったテレビ会議（電子会議）と似て

いるところはありますが、テレビ会議はメンバ

ーが同じ時間にシステムの前に座らなければな

らないという時間的拘束があります。しかし、

声や表情を確かめながら、会議を進めるためお

互いの感情が伝わりやすいという利点がありま

す。  
 また、インターネット上で不特定多数の人が

自由に意見を書き込む電子掲示板（BBS）とも
異なり、メーリングリストは基本的にメンバー

のみの利用に限定されます。従って、電子掲示

板のような荒らし行為（「電子掲示板」の項目参

照）は起こりにくいことも特長です。  
 最近の生徒は携帯電話を使った一対一の電子

メールには慣れていますが、メーリングリスト

の利用には、電子メールと異なるマナーがある

ことを情報モラルの指導の中で理解させること

が必要でしょう。  
 
 
 

 

 ネットバトル 
 メーリングリスト上でメンバーどうしが誹謗

中傷を繰り広げるような状態に陥ることをネッ

トバトルと言います。ほとんどの場合、最初は

ささいな言葉の行き違いから起こります。 
 電子メールを含め、情報通信ネットワークを

使って行われるコミュニケーションは、そのほ

とんどが文字によるコミュニケーションです。

文字によるコミュニケーションは、直接会った

り電話で話をしたりする場合と比較して、感情

が伝わりにくいという特徴があります。手紙と

比較すると気軽に情報交換ができるので、つい

くだけた調子になってしまい、ささいな言葉の

行き違いが相手の心を傷つけてしまうというこ

とも起こりがちです。  
 また、必ずしも自分の本名を明かす必要がな

いというネットワーク社会の匿名性が、攻撃的

な言葉を使うきっかけになることにも注意しな

ければなりません。  
 メーリングリストには、いくつかのマナーが

あります。共通の話題やテーマに関心を持つ人

が集まって成立するものですから、直接関係の

ない話題は持ち込んではいけません。また、メ

ンバーの一部にしか分からないような話題を持

ち込んでもいけません。他のメンバーの気持ち

を考えれば、これも当然のマナーです。さらに、

個人どうしの情報交換に使うのもマナー違反で

す。そして、個人情報の取扱いや他人のプライ

バシーには特に注意を払わなければなりません。 
 どれほどネットワーク社会が発達し、コンピ

ュータを使ったコミュニケーションが日常的に

なったとしても、ディスプレイの向こう側にい

るのは人です。現実の社会と同様に、互いの人

権を守る思いやりの気持ちを持ってコミュニケ

ーションを図ることで、ネットバトルは避ける

ことができます。  

メーリングリストの活用 

ネットバトル  
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 Firewallユニット（SVFW01）に組み込まれ
ているシステムを使って、各学校独自のメーリ

ングリストを作成することができます。意見交

換の場として利用し、開かれた学校づくりや学

校の活性化に効果的に活用できます。  
 学校情報ネットワークシステムのメーリング

リストには、管理者により、さまざまな機能設

定が可能です。具体的な管理や設定方法は、各

学校に配布されているスカイメニューエデュケ

ーションサーバの教職員用マニュアルを参照し

てください。  
 メーリングリストを利用していて、よく起こ

るミスのひとつに、ある特定の個人にメールを

送ろうとしたのに、うっかりメーリングリスト

に返信してしまい、意図した相手以外のメンバ

ー全員にメールを送りつけてしまうというもの

があります。その内容が個人のプライバシーに

触れるものであったり、個人情報に関するもの

であったりした場合は、単なるミスでは済まさ

れなくなります。学校情報ネットワークには、

そのようなミスを未然に防ぐ設定（教職員用マ

ニュアル「メーリングリスト管理者用操作ガイ

ド」19頁）もあります。  
 メーリングリストを学校で運用する場合には、

利用方法を十分に理解してもらうため、事前に

講習会や研修会を開き、その受講者のみに非公

開のメーリングリストの利用を許可し、公開メ

ーリングリストは基本的に授業で生徒が使うと

いう考え方もあります。また、メーリングリス

トの管理権限は、校長と担当者の２名に限定す

るなど、管理を厳重にし、個人のメールアドレ

スを不用意に提供しないために、たとえ教職員

であってもメンバーのメールアドレスは閲覧で

きないようにしている学校もあります。  
 メーリングリストに参加しているメンバーの

メールアドレスの管理について、特に注意をし

なければならないのは、コマンドメール（教職

員用マニュアル「メーリングリスト管理者用操

作ガイド」23頁）の取扱いです。コマンドメー
ルは、決められたコマンド（命令）をメール本

文に記述し、メーリングリストに送信すると、 

 
さまざまな設定情報を添付ファイルで送信者に

返信する機能です。メーリングリストに登録さ

れているメンバー全員のメールアドレスをテキ

ストファイルの形で返信するコマンドもありま

す。このような個人情報に関するコマンドメー

ルを、教職員も含めて一般のメンバーが利用で

きるような設定は、慎重に検討する必要があり

ます。管理者以外のコマンドメールの利用を拒

否し、管理者にどのメンバーがコマンドメール

を利用しようとしたかを通知する設定も用意さ

れていますので（教職員用マニュアル「メーリ

ングリスト管理者用操作ガイド」16頁）、その
ような設定を検討してもよいでしょう。  
 メールアドレスは個人情報のひとつです。学

校の管理ミスで重要な個人情報が漏洩するとい

う事態が起こることのないよう、メーリングリ

ストの設定及び管理には十分に注意を払いまし

ょう。  
 

 
メーリングリストの利用 

Ｑ．本校では、メーリングリストを活用し 
て、PTA 会員向けの情報発信を行っていま
す。つい先日、地域住民の方がこのメーリン

グリストに参加したいと申し出られました。

このような場合、この人のアドレスをリスト

に加えてもよいのでしょうか。  

Ａ．学校が地域住民の信頼に応え、家庭や 
地域と連携して教育活動を展開するため、情

報を広く府民に公開し、開かれた学校づくり

を推進することは各学校の課題のひとつで

しょう。その意味で、地域との結びつきを深

める情報発信は大切なことです。  
 しかし、PTA会員向けの情報と地域に向け
た情報はさまざまな点で異なっているはず

です。今後、設置が進められていく学校協議

会との関連も含めて、どのような情報を誰に

向けて発信していくかについて、校内での検

討をお願いします。  
 また、学校情報ネットワークシステムのメ

ールマガジン機能を活用して情報を発信す

る方法もあります。  
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１ 本時の位置 LAN教室のパソコンの扱いに慣れ、日本語文字入力が適切に行えるようになったの

ちに行う。電子メールの扱いと利用方法については、習得していること。 
 
２ 指導目 標 メーリングリストについて、コミュニケーションを図る道具（ツール）としての有

効性、利用の際のマナーを理解させ、目的に応じた効果的な活用方法を習得させる。 
 
３ 目標行 動 メーリングリストについて、マナーを守り、適切な表現方法を用いて、目的を持っ

て活用することができる。 
 
４ 留 意 点 情報モラルの育成の観点から、次の事項を理解させる。 

・ ネットバトル 
・ 匿名性 
・ 文字によるコミュニケーションの特性 

 
５ 準   備 授業用の公開メーリングリストを作成する。授業用のアカウントを必要な数だけ作

成し、メールアドレスをメーリングリストのメンバーに登録する。架空のネットバト

ルを作成する。メーリングリストにいくつかのメールを送信する。 
 
６ 展   開  
 学習内容 学習活動 留意事項 評価規準 
 
 
 
導 
 
 
入 
 
 
 

○ メーリングリスト

の仕組みと電子メー

ルとの相違点 

○ メーリングリス

トについて学習す

る。 
○ 電子メールと異

なる点を考える。 
 
○ メーリングリス

トの活用方法を考

える。 

○ プレゼンテーシ

ョンスライドなど

を用い、メーリング

リストについて具

体的なイメージを

持たせる。 
○ 電子メールとの

違いからメーリン

グリストが有効な

場面について考え

させる。 

○ メーリングリス

トが電子メールと

異なる点を説明で

きるか。 
 
 
○ メーリングリス

トの活用場面を説

明できるか。 

 
 
 
展 
 
 
開 
 
 
 

○ メーリングリスト

のリスト表示画面 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ URL を入力し、
学校情報ネットワ

ークのトップペー

ジ画面を表示する。 
○ [メーリングリス
ト]をクリックし、
授業用公開メーリ

ングリストのリス

ト表示画面を参照

する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
メーリングリストの活用 
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展 
 
 
 
開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ Web メールに送信
されたメールの参照 

 
 
 
 
○ メーリングリスト

への投稿 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ メーリングリスト

利用の注意点 
・ 匿名性 
・ ネットバトル 

○ [Webメール]をク
リックし、受信フォ

ルダの内容を参照

する。 
 
 
○ [新規メールの作
成]をクリックし、
宛先をメーリング

リストに設定して、

簡単なメッセージ

を送信する。 
○ [受信フォルダ]を
クリックし、大量の

メールが送られて

いることを確認す

る。 
 
 
○ ノートにメーリ

ングリスト利用上

の注意点を考える。 
 

○ 教材提示用モニ

ターを用い、同じ内

容のメールが生徒

個人のメールボッ

クスに配信されて

いることを示す。 
○ 投稿メールの名

前はニックネーム

でよい。 
 
 
 
○ 不適切なメール

があった場合は、そ

の場で、実際のメー

リングリストで同

じメールを送った

場合の影響につい

て考えさせる。 
○ ニックネームを

使ったメールを例

に匿名性について

考えさせる。 
 
○ ネットバトルに

ついて、事前に作成

した架空のネット

バトル例を利用し

て説明する。 

 
 
 
 
 
 
○ メーリングリス

トへの投稿がスム

ーズにできたか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ メーリングリス

ト利用の注意点に

ついて、その理由を

自分なりに考え、説

明できるか。 
○ メーリングリス

ト上でなぜネット

バトルが起こるの

かを説明できるか。 

 
ま 
と 
め 
 

○ まとめ ○ メーリングリス

トの適切な使い方

を考える。 

○ メーリングリス

トを使って情報を

発信する際の、個人

の責任について理

解させる。 

○ 情報発信におけ

る個人の責任につ

いて自分の意見を

述べることができ

るか。 
 




